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第 1 章 はじめに 

1-1．背景・目的 

広島市の都心の東の核である広島駅周辺地区の一角をなす広島駅新幹線口周辺地区（エキキタ）

は、オフィス街、住宅街、寺社仏閣等、様々な側面を持つ地区であり、広島の玄関として都市機

能の集積が進んだ交通の利便性に優れている地区であるが、現状では、観光客等来訪者の通過点

にとどまり、賑わいに欠けていた。こうした中、現在、駅前広場の全面改良や土地区画整理事業

等による公共空間、民間開発に伴う有効空地が広く整備される等、新たなまちが形成されつつあ

る。 

エキキタの地域住民や事業者と行政が一体となって、まちづくり・地域おこしを進めるために

は、エキキタの地域住民や事業者の参加が不可欠であり、関係者の意思疎通と情報交換、プロジ

ェクトの企画立案・実行等を行う場として、平成２７年３月に「エキキタまちづくり会議」を設

立した。 

エキキタまちづくり会議では、『将来像部会』と『事業部会』で、エキキタのまちづくりの検討・

賑わいづくりなどのエリアマネジメントの取組が始まっている。 

エリアマネジメントに取り組むことにより、インフラ施設の維持管理コストの削減、賑わいの

創出や高質な空間の形成による資産価値の維持・向上、エリア内に介在する地域課題の解決（新

たな公共性の役割）等を図りたいと考えている。 

本業務は、持続可能な都市経営や高質な空間の形成に向けて、既成市街地と新しい地区をあわ

せて官民一体となった、道路・公園・広場等のインフラ施設の維持管理の一元化と持続的な賑わ

いの創出を図るための事業スキームやマネジメント組織のあり方、官民連携ルール等について調

査・検討を行うことを目的とする。 
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1-2．業務対象範囲 

広島市東区二葉の里ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-3．履行期間 

自） 平成２８年 ７月１９日   至） 平成２９年 ２月２８日 

1-4．発注者 

広島市 

1-5．受注者 

復建調査設計株式会社 

〒732-0052 広島県広島市東区光町二丁目 10-11 

TEL 082-506-1874  FAX 082-506-1893  
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1-6．業務フロー 

業務は、以下のフローで遂行した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※エキキタでエリアマネジメント活動を実施している団体 

図 業務フロー 

 

・対象施設の規模・土地状況の把握 

・施設の運営状況の把握 

・今後活用が見込まれる対象施設の抽出 

・制約、協定等の利用制限の把握 

・官民連携事業の対象施設の把握・優先順位の設定 

(1)対象施設の整理 

・委託業務の範囲及び公

費負担額の試算 

・質的向上の可能性 

(2)維持管理委託の検討 

・賑わい創出事業実現の可

能性の検討 

・ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ等の検

討 

・ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨとしてのｲﾍﾞﾝﾄ検

証 

(3)賑わい創出事業の検討 (4)収益事業の検討 

(6)企業等の参画の可能性検討 

・企業サウンディング ・地域団体等の参画方法等の検討 

・地域、企業の意向 ・組織形態の検討  

(5)帰宅困難者支援対策の検討 

・既存対策等の整理 

・既存制度の運用と官民連携による取組可能性 

(7)官民連携スキームの検討・整理 

・官民ルール ・収益事業における民向けルール ・事業化に向けてのプロセス検討 

エ
キ
キ
タ
ま
ち
づ
く
り
会
議 
※ 

(8)報告書作成 
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第 2 章 対象施設の整理 

本調査は、エリアマネジメント組織が現状では利用が制限されている道路、公園等のインフラ

施設、公共的空間（諸制度に基づき設けられた民有地の有効空地や壁面後退）を対象施設として

維持管理を実施することにより、利用や収益事業を行うことができ、賑わい創出や維持管理の一

元化が可能になることを前提としている。 

インフラ施設と公共的空間を対象施設として、官民連携事業として活用の可能性がある施設を

抽出する。事業内容は対象施設の利用や収益事業、民有地を含めた維持管理事業を前提とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 調査の前提 

 

 

 

 

 

図 対象施設の例 

 

ペデストリアンデッキ 

道路 歩道 民有地植栽 民有地壁面後退 

公園 

道路、公園等のインフラ施設、 
公共的空間（諸制度に基づき設けられた民有地の有効空地や壁面後退） 

エリアマネジメント組織等 

維持管理 利用・収益事業 

利用が可能となる 

収益を維持管理や賑わいづくりへ 
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2-1．対象施設の規模・土地状況の把握 

エキキタは土地区画整理事業や市街地再開発事業によって、医療、学校、商業施設、オフィス、マンション、警察署、ホテル等が集積する新たなまちが形成されつつある。また、広島駅新幹線口にはペデストリアンデッキ

が新設され、駅前広場もリニューアル中であり、広島の玄関口として大きく変化している。これらの地区は道路や公園等のインフラ施設が充実しているとともに、民有地は概ね大街区となっており、道路から建物までが壁面

後退してある等、新しくかつ高質な空間が形成されている。この壁面後退は誰もが通行可能な歩行者空間であるとともに、まとまった植栽があることも特徴である。エリアの東側の地区はオフィス、商店、ホテル、マンショ

ン、公共施設（教育、福祉）等様々な機能が混在している。道路や街区公園は計画的に配置され、道路植栽があったり、比較的大きな民有地にもまとまった植栽がみられる。 

 

  

図 対象エリアの状況 
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図 エキキタ、広島駅周辺の開発の状況や予定 

資料｜UR 都市機構 
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2-2．施設の運営状況の把握 

(1)利用状況 

道路、公園等のインフラ施設と公共的空間の利用状況について整理する。 

道路は広島駅前の常盤橋若草線の 24 時間交通量は平日約 30,000 台（平成 27 年交通センサス）

と広島市の中でも比較的多い状況であり、さらに広島高速 5 号線が数年後には接道する予定であ

る。地区内にはオフィス、店舗、マンション等があることから業務車両、個人車両の発生交通が

見られる。また、エキキタ北側の道路はエキキタの西側の地区から東側の地区へ抜ける通過交通

も見られる。 

広島駅があることやオフィス、ホテル、公共施設があること等から歩行者数も多く、広島駅出

口のペデストリアンデッキの歩行者の断面交通量は約 54,700 人／日（広島駅自由通路完成時）と

予測している。 

 

   

図 常盤橋若草線の様子        図 ペデストリアンデッキの様子 

 

エキキタ内の 5 つの公園は全て街区公園であり、公園の利用状況は立地している場所の周辺の

土地利用に大きく影響している。光町公園、光が丘公園は周辺にマンション等の住宅が多いこと

から小さなこどもから高校生、高齢者、オフィスで働く人まで様々な人たちに利用されている。

二葉の里第三公園は周辺の居住者が少ないため、現在の利用は特に少ない状況である。 

    

図 光町公園の様子         図 二葉の里第三公園の様子 
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民有地の壁面後退等の公共的空間は区画整理事業区域や市街地再開発事業区域内にあり、植栽

が設置されている。区画整理事業区域内は施設が供用していない街区もあることから歩行者の数

は限定的である。 

   

図 壁面後退に設置された植栽         図 壁面後退の様子 
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(2)維持管理状況 

①インフラ施設の維持管理状況 

道路や公園等のインフラ施設について維持管理の状況把握を行った。エキキタをはじめ東区全体のインフラ施設の維持管理は広島市東区役所から発注している。発注にあたっては道路や公園に区分けするとともに、工種ご

とに分けているが、東区全体を対象とすることでスケールメリットを出して維持管理費の削減に努めている。また、競争入札による適正な競争によりさらにコストが削減されている。いずれも仕様発注としており、清掃や植

栽の日常管理は回数が規定されており、その他については随時対応する事後保全的な維持管理となっている。 

東区全体の道路や公園等のインフラ施設にかかる費用は年間約２億５千万円程度で、エキキタは約２千万円となっている。エキキタにおけるインフラ施設の個々の維持管理種別と維持管理回数、費用について以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 エキキタにおけるインフラ施設の維持管理種別と費用 

資料｜東区提供資料、広島市調達情報公開システム 
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表 エキキタにおけるインフラ施設の維持管理種別と費用（複数年） 

 

※平成 26年度は未調査 

資料｜東区提供資料、広島市調達情報公開システム 

 

  

単位：円 
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②民有地の維持管理状況（植栽等） 

官民連携の可能性のある施設として民有地の植栽等がある。エキキタにおいてまとまった植栽

のある施設の維持管理費について算出する。所有者へのヒアリングでは聞き取りできなかったこ

とや、施設が新しく、現在はあまり維持管理費用がかかっていないこともあったため、現在の植

栽がある程度成長したものとして、業者見積により算出した。エキキタエリア内の 8 施設の植栽

維持管理費用は 1,430 万円となる。 

 

表 民有地の植栽の維持管理費用 

対象民有地 
費 用 

（1 万円単位で四捨五入） 

A 社 40 万円 

B 社 140 万円 

C 社 220 万円 

D 社 50 万円 

E 社 70 万円 

F 社 230 万円 

G 社 420 万円 

H 社 260 万円 

合 計 1,430 万円 

資料｜業者見積 
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■壁面後退 

④都市再生特別地区（都市再生特別

措置法、都市計画法） 

■有効空地 

③再開発等促進区を定める地区計画（都市計画法） 

■区域内の道路沿道の壁面後退 

①広島駅新幹線口周辺地区における用途地域及び容積率の見直し等の都市計画に関する

運用方針（広島市都市整備局都市計画課） 

②二葉の里地区まちづくりガイドライン（広島駅新幹線口 エリアマネジメント推進調整会議） 

2-3．再開発事業等今後の活用が見込まれる対象施設の抽出 

土地区画整理事業区域内や市街地再開発事業区域内には、公共的空間（諸制度に基づき設けられた民有地の壁面後退）が存在している。これらの空間について、今後活用が見込まれる施設として抽出し、その位置づけにつ

いて整理する。 
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③再開発等促進区を定める地区計画（都市計画法）  有効空地 

 

 

 

参考：広島市特定街区運用基準（左記の有効空地の考え方として準拠されている） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該施設は建築計画段階で
あり、維持管理に関する協
定書は提出されていない。
（平成 28 年 9 月現在） 
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④都市再生特別地区（都市再生特別措置法、都市計画法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歩道と一体となった安全で快適な歩行者空

間の整備に資するよう、壁面位置を制限 

建造物を後退させ、周辺への日影の低減に

資するよう、壁面位置を制限 

▲都市計画図書より抜粋 
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緑地（市所有、市管理） 

二葉の里第二公園 

街区公園（市所有、市管理） 

二葉の里第三公園 

街区公園（市所有、市管理） 

若草第一公園 

街区公園（市所有、市管理） 

光町公園 

街区公園（市所有、市管理） 

光が丘山根公園 

街区公園（市所有、市管理） 

若草ふれあい広場 

道路用地（市所有、市管理） 

ペデストリアンデッキ 

2-4．制約、協定等の利用制限の把握 

 (1) インフラ施設の位置 

活用の可能性のあるインフラ施設として道路、歩道、公園、緑地、ペデストリアンデッキ等がある。 
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(2) 制約、協定等の利用制限の把握 

前述した空間を利用しようとする際の利用の可否、必要な届出等を整理した。現状では祭事、イベントでの活用は可能であるが、営利活動や広告は不可である場合がほとんどである。 

 

※1 二葉の里地区まちづくりガイドライン（広島駅新幹線口 エリアマネジメント推進調整会議） 

※2 広島駅新幹線口周辺地区における用途地域及び容積率の見直し等の都市計画に関する運用方針（広島市都市整備局都市計画課）


